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おわりに
はじめに
近代において、日本は明治維新を通じて急速に近代西洋文明を受容し、近代化の道を着々と歩
み、強国となった。それに対し、中国はアヘン戦争以来、西洋列強の脅威に晒され、主権を失い続
けた。日清戦争における中国の敗北は、清朝の朝野を驚かせるとともに、小国であった日本が如何
にして急速に近代化を成し遂げ、清朝の軍隊を破るまでに成長したのか、という関心を喚起した。
その後、歴史に登場した康有為を中心とする維新派は、「強敵を以て師と為す」というスローガ
ンを掲げ1、一足早く近代化を達成した日本をモデルとし、光緒皇帝のもとで上からの政治改革を
行って、中国の近代国家形成を推進しようとした。ここに日本留学への機運が生まれた。
中国人の日本留学は、1896年に清政府が13人の学生を日本に派遣したことより始まった。1899
年以降、清政府の日本留学政策の推進に伴い、人数は年々増加し、日露戦争前後には一挙に8000人
に達し、1906年には1万人を超えるほどであった。それ以後、人数は減少し、辛亥革命勃発の1911
年には3000人前後となり、中華民国成立後も日本留学が続いた2。こうした留学生たちが日本で政
治、教育、軍事など各領域の教育を受け、帰国後中国の革命事業と国家の建設、つまり中国の近代
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3 王奇生『中国留学生的歴史軌跡 1872-1949』（湖北教育出版社、1992）、1頁。また呉漢全・王中平『留学生
与近代中国社会変遷』（吉林人民出版社、2012）、73-80頁。
4 留学生が翻訳した書物は、政治、歴史、経済などの専門分野の書物だけでなく、日本の中学校、小学校のテ
キストにも力を注いだ。留学生が日本で創刊した雑誌としては、『訳書彙編』、『遊学訳編』、『湖北学生
界』（のち『漢声』と改名した）、『浙江潮』、『江蘇』などが挙げられる。それらの訳書、雑誌は日本だけ
でなく、中国国内にもいくつかの取り扱い店が置かれ、留学生の思想や主張を中国国内に伝える重要なルート
になっていた。
5 これまで「軍国民」は「軍国民教育思想」として扱われ、教育思想史の領域で論及されている。例えば、舒
新城編『近代中国教育思想史』（上海中華書局、1928）、113-134頁。陳翊林『最近三十年中国教育史』（上海
太平洋書店、1930）、64-66頁、174-176頁。任時先『中国教育思想史』下巻（商務印書館、1937）、329-339
頁。陳青之『中国教育史』（商務印書館、1936）、654-656頁。
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7 奮翮生（蔡鍔）「軍国民篇」（『新民叢報』1、1902、のち馮紫珊編『新民叢報』1、芸文印書館、1966）、
80頁。 原文は以下の通り。なお史料の引用に際しては、旧字体を用いる。
 軍者國民之負債也。軍人之智識。軍人之精神。軍人之本領。不獨限之從戎者。凡全國國民。皆宜具有之。
化に重要な役割を担った3。
これまで中国人日本留学生を対象にした研究は、政治、軍事、農業、医学、美術、音楽などの各
分野に及び、清朝が留学生を日本に派遣した経緯、留学生を受け入れた学校、さらに留学生の生活
史まで、その研究領域は相当な広がりを示している。もっとも、このように留学生たちが日本で学
んだ専門分野はそれぞれ異なっていたものの、ある点で共通していた。それは国民意識の高まりで
ある。彼らはいち早く近代化を達成した日本の発展ぶりを身に染みて感じ、当時の中国人にもっと
も足りないものは「国家思想」であると痛感し、中国人の「国家思想」や「国民意識」を喚起する
ために、訳書や雑誌の発刊などに力を注いだ4。こうして形成された国民意識は彼らがのちに取り組
む革命運動の一つの重要な原動力であったと考えられる。この時期、日本留学生たちが中国人の国
民意識の形成に果たした大きな役割は、見逃してはならないだろう。
一方、20世紀初頭、中国人日本留学生界で広がった「軍国民」思潮も、注目すべき現象である5。
「軍国民」思潮の嚆矢と言われる蔡鍔（1882－1916）は6、1902年、梁啓超が日本で創刊した
『新民叢報』に「軍国民篇」を発表し、「軍は国民の負債〔負うべき責任〕であり、軍人の精神・
本領はひとり軍人だけが有するものではなく、すべての国民がこれを具有しなければならない」と
述べ7、国民すべてが軍人と同じ資質を持つべきだと訴えた。蔡鍔の「軍国民」の主張は、留学生界
で大きな反響を呼び起こし、その後、急速に国内へと広まり、清政府さえもそれを受け入れ、中国
の教育と社会の雰囲気を変化させる上で大きな役割を果たした。ゆえに、「軍国民」思潮の出現と
広がりを探ることは、留学生界における「国民意識」の形成過程を探る上で、一つの重要な手掛か
りになると考えられる。
本稿は、清末、中国人日本留学生における国民意識の形成過程を明らかにすることを目標とす
る。その際、中国人日本留学生界で最初に「軍国民」を主張した蔡鍔に焦点をあて、蔡が「軍国
民」を主張するに至るまでの思想の軌跡を究明することによって、清末、中国人日本留学生におけ
る「国民意識」の形成について、その一斑を窺うこととしたい。
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Ⅰ．「任侠」思想の受容と挫折
１．樊錐の維新思想との接触
蔡鍔の原名は蔡艮寅、字は松坡、1882年湖南省邵陽県のあまり裕福ではない家に生れる。父・
蔡政は生計のため、農業、裁縫、店員等を業としていたほか、私塾を開いたこともある。幼年の蔡
鍔は父から最初の啓蒙を受けた。蔡鍔が6歳の頃、一家は武岡山門大埧（現在の洞口県水東郷揚湾
村）に転居した。父は行商をきっかけに当地の地主である劉閣輝と知り合った。7歳の蔡鍔は劉閣
輝に誘われ、劉家の子弟と一緒に劉家の塾で伝統的な教育を受けた。劉閣輝の孫である劉再生の回
想によると、「松坡は記憶力と理解力が抜群で、向上心が更に強い。最初に『三字経』、『論語』
を習い、続いて『孟子』、『大学』、『中庸』という順序で教育を受けた」。1893年、蔡鍔は12歳
で院試に合格して生員となり、当時の維新派で主考官・省学政であった江標からの賞賛を得た。江
標は八股文より魏源らの経世の学が重要だと蔡鍔を教え導いた。翌年、蔡鍔は維新派の名士・樊錐
の弟子となり、樊錐のきめ細かな指導のもとで学業を大きく向上させ、周秦諸子学を研鑽し、特に
韓非子と老子を最も好んだ。蔡鍔は樊錐を通じて初めて維新思想に触れることができた。
樊錐（1872－1906）は湖南邵陽人、日清戦争後、時事への関心を高め、維新を主張するように
なった。1897年に時務学堂が創設され、蔡鍔は樊錐に励まされ、新任学政・徐仁鋳の推薦で時務学
堂の入学試験を受け、合格者40名中3位の成績で入学した8。1898年樊錐は湖南巡撫・陳宝箴に上書
し、湖南で変法運動を推進するために各領域の人材を重視すべきだと主張した9。同年、譚嗣同、唐
才常等とともに維新団体である南学会を創設し、自ら邵陽で分会を設置し、会長を務めた。南学会
の機関誌である『湘報』に「開誠篇」、「発錮篇」、「勧湘工」等の文章を発表し、維新変法を鼓
吹し、民権、平等を提唱した。それらの言論は守旧派に憎まれ、湖南から追い出された。戊戌政変
後、樊錐は山中に隠居し、処罰から逃れた。1900年庚子自立軍蜂起に際しては、唐才常の創立した
自立会に参加し、蜂起の計画に参与した。蜂起が失敗した後は、上海に逃げ隠れた。1902年11月、
樊錐は樊時中に改名して日本に渡り、1899年南洋公学から留学していた蔡鍔と再会した。樊錐は最
初軍事を学んでいたが、体が弱いため、専門を法政に変えた。樊錐は日本滞在中、留学生組織であ
る励志会の創設や『遊学訳編』の創刊、湖南編訳社の創設、拒俄運動への参加などにおいて活躍し
ている10。蔡鍔は日本で樊錐が取り組んだ活動にほとんど参加し、1904年に学業を終えて帰国した
後も樊錐と連絡を保っていた。
以上のように、蔡鍔は樊錐を通じて維新思想に触れ、日本に留学した後も樊錐と緊密な関係を
保っていた。
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輯』第2集、第4輯、湖南人民出版社、1981）、54-55頁。時務学堂の英文教習は総教習の李維格と分教習の王史
という2人が担当した。このほか、学堂の総経理は熊希齢で、監督は楊自超であった。
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13 梁啓超著、夏暁虹輯『飲冰室合集集外文』上（北京大学出版社、2005）、24-25頁。
14	前掲『梁啓超年譜長編』1、151-152頁。梁啓超は蔡鍔の箚記の評語で『校邠廬抗議』に言及している。この
ほか、唐才常は王船山、黄宗義、顧炎武の言論を好み、学生に『日知録』等の書を読ませ、「民主民権」の思
想で学生たちを啓蒙したという。「湖南時務学堂略志」（前掲『湖南文史資料選輯』第1集、第2輯）、56頁。
15	「追憶蔡松坡先生」（前掲『憶蔡鍔』）、136頁。梁啓超は「李炳寰、林圭、蔡鍔らが優秀生として名高かっ
た」と回想している。前掲『梁啓超年譜長編』、151頁。
２．梁啓超からの「任侠」思想の受容
時務学堂は1897年9月に湖南省の維新派によって創設された。当時、時務学堂の教習は中文教習
と英文教習に分けられていた。中文教習は3人いた。梁啓超は中文総教習として1897年10月に上海
から時務学堂へと赴いた。彼と一緒にやって来たのは分教習の韓文挙と葉覚邁である。みな康有為
の弟子であった。1898年春、梁啓超は事情があって上海に帰った。時務学堂は梁の推薦で中文分教
習として欧榘甲と唐才常を招聘した。
時務学堂の授業は『孟子』と『春秋公羊伝』を主とし、併せて「孔子改制之説」を教えた。学堂
の「教育法には二つの旗幟があった。一つは陸王派〔陸象山、王陽明学派〕の修養論であり、一つ
は公羊、孟子を借りた民権発揚の政治論である」。韓文挙と葉覚邁がその教学法に賛成した11。授
業以外で、一番重要だったのは学生に箚記（読書ノート）を書かせることであり、教師がそれに批
評を加え、箚記を返却する際、教習と学生は対座して語り合った。梁啓超は毎日、「教室で四時間
教え、夜は学生たちの箚記に批評を施したが、一つの文章について千語に及ぶこともあり、しばし
ば夜を徹して寝る時間もない有様だった」という12。さらに梁啓超は「時務學堂功課詳細章程」を
作成し、学生の1年の学習スケジュールを決め、『公羊伝』、『孟子』などの経典・史書を必読書
として学生に読ませた。このほか、『万国史記』、『泰西新史攬要』、『日本国志』など外国を紹
介する書や『時務報』、『知新報』、『湘報』など維新思想を宣伝する雑誌も幅広く読むことを要
求した13。後に来た欧榘甲、唐才常は、学生に西洋の学説と中国の「経世致用」の学を教えること
にも力を注いだ。『明夷待訪録』、『揚州十日記』などの禁書も密かに印刷し、学生たちに読ませ
たという14。
蔡鍔は学堂で一番年下だったが、毎月の試験では常にトップクラスで、同級生に慕われていた15。
蔡鍔は時務学堂に入学する前に、樊錐を通じて維新思想に触れていたとはいえ、守旧思想を依然と
して持っていた。例えば、彼が梁啓超に提出した箚記では「『春秋』は制度を改めた書ではなく、
制度を用いた書である。……もし『春秋』が制度を改めた書で、孔子が制度を改めた人であれば、
孔子に僭越の罪を問わざるをえない」と述べ、守旧派と同じように、「孔子改制」に反対する立場
に立った。梁啓超はそれに対し、蔡の箚記より3倍以上長い批評を加えた。すなわち、「この論は
正しいように見えるが、実は誤りである。……君は制度を改める人は罪人であるとした。その考え
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16 曽業英編『蔡松坡集』（上海人民出版社、1984）、5-7頁。原文は以下の通り。
	 『春秋』非改制度之書、用制度之書也。……如視其書為改制度之書、視其人為改制度之人、則孔子不能逃僭
越之罪矣。
	 教習梁批
	 此論猶属似是而非。……汝謂改制度為可罪者、是猶有極守旧之見存耳。制度者、無一時而不当改者也。西人
惟時時改之、是以強。中国惟終古不改、是以弱。……汝試熟思之、如尚不謂然、下次可詳辯。……博辯数次、
必豁然矣。
17	前掲『蔡松坡集』、9頁。曹沫は魯の曹公に仕えた将軍。斉の桓公に、今までに奪った魯の領地を返すよう脅
迫して承諾させたことで知られる。自国である魯国のために最後まであきらめなかった曹は、蔡鍔がいう「心
侠」であろう。一方、40歳になってからはもう心の動揺を見せず、それは浩然の気いわゆる勇敢を持っている
からである、とされる。孟子は、蔡鍔が強調する「気侠」であろう。
18	蔡艮寅（蔡鍔）「後漢書党錮伝後書」（『湘報』109、1898、のち前掲『中国近代期刊彙刊第2輯　湘報』
下）、1019頁。原文は以下の通り。
	 心不死。氣不銷。則可望俾思麥生。爹亞生。薩長浪徒生也。……矯國無道至死不變強哉。
19	梁啓超は時務学堂の学生の箚記に、「日本所以二千餘年不易姓者、由君位若守府、而政在大將軍、凡欲纂位者
纂大將軍之位而已。日本所以能自強者、其始皆由一二藩士慷慨激昂以義憤號召于天下、天下應之、皆俠者之力
也。中國無此等人、奈何奈何！」という評語を付けた。梁啓超「湖南時務学堂課芸批」（中国史学会主編『戊戌変
法』2、上海人民出版社、1957）、549頁。また、唐才常は「論熱力」において、「若夫日本與我。國同洲。書同文。
……全恃二三俠士仁人。出死力。排衆議。以成今日維新之治」と述べている。「論熱力上」（『湘報』6、1898、の
ち前掲『中国近代期刊彙刊第2輯　湘報』上）、41頁。樊錐が「上陳中丞書」において、「今之人好言日本之興。好
言日本任侠」と述べているように、日清戦争後、維新派の変法運動の高まりに伴い、人々の「任侠」への関心が高
まった。「上陳中丞書」（『湘報』90、1898、のち前掲『中国近代期刊彙刊第2輯　湘報』上）、814頁。
は守旧派の主張と変わらない。制度と言うものは終始変わらないものではない。西洋人は常に制度
を改めるので強くなったわけで、中国の制度は終始変わらないので弱くなったわけである」と反駁
し、「君が熟慮した後も納得できないのであれば、次回詳しく討論しよう。……数回の討論を経れ
ば、必ず悟ることができる」と述べている16。
この時期の蔡鍔からは「任侠」を崇拝していたことが窺える。彼が梁啓超に提出した箚記に曹沫
のような人を「心侠」であるとし、孟子のような人を「気侠」であるとし、当時の中国において
は、「心侠」と「気侠」がないため、外国に狙われて虐められた、と述べている。梁啓超はそれに
対し、蔡鍔が早く「心侠」、「気侠」のような「任侠」になって、国家の重責を担う人材になるこ
とを期待する、と述べた17。蔡鍔はまた『湘報』に発表した「後漢書党錮伝書後」において、もし
国のための心を失わず、勇気を失わなければ、中国にビスマルク、ティエール、薩摩長州の志士の
ような侠が現れると述べている18。ここで蔡鍔は、国家の発展に大きな役割を果たした人物すべて
を「任侠」だと認識している。そのような認識は梁啓超をはじめとする時務学堂の教習から影響を
受けていたと考えられる19。
以上から、時務学堂時期の蔡鍔は、主に梁啓超から維新思想を受容し、師匠たちの影響を受け、
中国が弱くなったのは国家のために戦う「任侠」が少ないためだと認識し、将来「任侠」となる志
を立てていたことが窺える。こうして、「開校して数か月すると、学生たちの思想には知らず知ら
ず激烈な変化が生じ、彼らはあたかもある種の新しい信仰を得たかのように、自分自身がそれを享
受するだけでなく、外に向かって宣伝しようと努力した」と梁啓超が述べたように、時務学堂で維
新思想の影響を受けた学生たちは、正月の休暇で帰省した際、学堂で学んだことを宣伝し、それに
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20 当時の中国では実学を修める学堂が極めて少なかった。両湖書院は張之洞によって創立された。
21 前掲『梁啓超年譜長編』1、308-309頁。
22 杜邁之ほか輯『自立会史料集』（岳麓書社、1983）、71頁。また「記東京大同学校及余更名自由経過」（馮
自由『革命逸史』4、中華書局、1981）、97頁。
対する大きな反響が巻き起こった。
結局、1898年秋、戊戌政変が発生し、梁啓超は日本に亡命することとなった。時務学堂は解散さ
せられることとなり、蔡鍔を含む多くの学生たちは憤慨して退学した。
３．東京高等大同学校での勉学
蔡鍔らは湖南時務学堂を退学した後、引き続き学問を研鑽するために、湖北の両湖書院に入ろう
としたが、時務学堂の学生であった関係で拒否された20。1899年6月、蔡鍔は同級生の范源濂、唐
才質（唐才常の弟）とともに上海の南洋公学に合格した。8月、梁啓超は彼らが上海に来ているこ
とを聞いて、書簡で来日を勧めた。さらに唐才常が資金を援助し、彼らは日本に渡った。その後、
時務学堂の学生であった林圭、李炳寰、田邦璿、蔡鐘浩、周宏業、陳為益、朱茂芸、李渭賢ら11人
も、相次いで来日した。
では、来日後の蔡鍔らはどのような生活を送っていたのだろうか。梁啓超は「蔡松坡遺事」の中
で、「私は日本の小石川久堅町に三間の家を借り、私たち十数名は寝床をこしらえ、夜はそろって
地板（畳）に眠り、朝になると布団をたたんで、各自が小机で勉強した。当時の生活は物質的には
苦しかったが、精神的にはとても楽しく、長沙にいた時よりも素晴らしいくらいだった。当時の主
要な科目は、彼らを日本の学校に入学させるためのものであった。私が以前時務学堂で授業した時
の方法を用いて、みなに書物を読んで読書ノートを書かせた。……こうした生活は九ヶ月にも及ん
だ」と述べ、唐才常もしばしば往来していたと追憶している21。ここで梁啓超がいう「精神的にと
ても楽しかった」とは何を意味しているのだろうか。それは、梁啓超が「護国之役回顧録」で「当
時、私たちは毎日のように手ぐすね引いて革命をやろうとしたものだ。唐先生〔唐才常〕は彼らを
従えて実行に及んだ」と回想しているような、将来どのような中国を作り、どのように革命を進め
ていくのかといった問題をめぐっての思想的な交流であったと考えられる。彼らが企図した革命に
ついては次節で見ることとしたい。
一方、蔡鍔らは来日して間もなく東京高等大同学校に入学した。東京高等大同学校は梁啓超が
1899年8月に横浜の華僑・鄭席儒らの資金援助を得て創立したものである。開校当初、梁啓超は校長
を務め、犬養毅の側近・柏原文太郎が教務長を務めた22。この学校は下が小学校から続き、上が日本
の大学及び高等専門学校、商業学校、陸海軍士官学校、師範学校等に送り出していた。つまり、日
本の大学及び高等学校に進学するための予備学校であった。学生たちが受講した内容は専門学と普
通学に分けられた。また在籍の学生は「立身報国」の志を持つことが要求された23。東京高等大同学
校の学生であった馮自由によれば、学校の教材は『民約論』、『フランス大革命史』、『ワシント
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23 専門学は政治科、法律科、商業科及び師範科という4つの科目に分けられ、普通学は中外史志、中外地理、
中外学案、格致、文学、数学、日本語、英語という8つの科目に分けられていた。「東京大同高等学校章程」
（『清議報』25、1898、のち『中国近代期刊彙刊　清議報』2、中華書局、1991）、1603-1608頁。蔡鍔は当時
主に政治哲学を習い、併せて普通学を修めた。「蔡松坡先生事略」（前掲『憶蔡鍔』）、89頁。
24	「記東京大同学校及余更名自由経過」（前掲『革命逸史』4）、97頁。
25	「大同高等学校功課」（『清議報』29、1898、のち前掲『中国近代期刊彙刊　清議報』2）、1871頁。ここ
で、蔡鍔は蔡孟博というペンネ-ムを用いた。原文は以下の通り。
　千萬人之所非者是之。是者非之。閉者開之。……一人冒険。而遂開千古文明之境界。日本之藤寅是也。冒険
者。進化之大原因也。原因甚微。結果劇大。可不勉哉。
26	勤王蜂起は武漢を中心に、湖北省、湖南省及び安徽省で同時に蜂起する、という計画を立てていた。前掲
『自立会史料集』、1頁。
ン伝』、『英国革命史』などの書を用いたという。蔡鍔、秦力山、范源濂ら30余人の学生は皆それ
ぞれワシントン、ルソー、クロムウェル等に自らを擬したという24。ここから、蔡鍔らは国家の発展
に大きな役割を果たした群雄、すなわち「任侠」になるという志を立てていたことが窺える。
1899年10月に梁啓超が創刊した『清議報』には「大同高等学校功課」が掲載され、そこに蔡鍔の
箚記が載せられている。そこには、「一人が冒険し、遂に千古文明が開かれる。日本の藤寅〔吉田
松陰〕はそのような人である。冒険は進化の大きな原因である。その原因はたいへん小さなもので
あるが、結果はきわめて大きい。努力しないでいられようか」という一節が見える25。「冒険」と
は物事が正しいと判断すれば、千万人が反対しても賛成し、逆に間違いと判断すれば、千万人が賛
成しても反対するという意味だと理解してよかろう。このように、蔡鍔は日本の幕末の志士吉田松
陰らが少数であっても冒険の精神を持っていたために明治維新が成功したと見なし、中国にもその
ような「任侠」がいれば強くなれると信じたのである。
以上から、日本に来た当初の蔡鍔は梁啓超と寝食をともにし、そこで梁啓超、唐才常と精神上の
交流を行い、また梁啓超が創立した東京大同高等学校に入学して学業に励み、師の梁啓超、唐才常
に従って、「手ぐすね引いて」、革命をやろうとしていたことが窺える。そして、この時期の蔡鍔
は、時務学堂の時と同じように、国の発展のために大きな役割を果たした人物、すなわち「任侠」
を崇拝していたことも窺える。彼は少数の冒険精神を備える「任侠」がいれば国家を変えることが
できると考え、中国でも彼らと同じような「任侠」が出現することを望んだのである。
４．庚子勤王蜂起への参与
最初に庚子勤王蜂起を提唱したのは唐才常である。その後、康有為の支持を得、保皇会のほとん
どを動員することに成功し、規模が拡大した26。その目標は、下からの武力行動を通じて、失権し
た光緒皇帝を復位させ、立憲君主制を中国で実現することであった。
時務学堂から東京に来た学生11人中、蔡鍔は陸軍を目指し、范源濂は学術の研鑽を目指したため
日本に残ったが、それ以外は、皆蜂起のために帰国した。皆が日本を去った後、蔡鍔は不安で、予
定を変更し一人で上海を経て武漢に至った。唐才常は蔡鍔がまだ若年で、彼の学業を妨害したくな
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27 前掲『自立会史料集』、92頁。また「追憶蔡松坡先生」（前掲『憶蔡鍔』）、137頁。
28 東京高等大同学校は経費不足のため一時解散の危機に陥ったが、柏原文太郎が資金を調達したため維持する
ことができた。1901年4月に東亜商業学校に改名した。後に清公使・蔡鈞の管理下に置かれ、清華学校と改名し
た。「開辦東亜商業学校記坿開校演説」（『清議報』78、1901。のち前掲『中国近代期刊彙刊　清議報』5）、
4910頁。また、「東京高等大同学校」（前掲『自立会史料集』）、71頁。
29	蔡孟博、奮翮生という蔡鍔のペンネ-ムで書かれた文章を収録する資料集として、『蔡松坡（鍔）先生遺
集』（沈雲龍主編『近代中國史料叢刊』、文海出版社、1972）、毛注青ほか編『蔡鍔集』（湖南人民出版社、
1983）、曽業英編『蔡松坡集』（上海人民出版社、1984）、林逸撰『民国蔡松坡先生鍔年譜』（台湾商務印書
館、1987）などが挙げられる。
30	曽業英「蔡鍔与『清議報』」（陳三井主編『郭廷以先生九秩誕辰紀念論文集』下、台北中央研究院近代史研
究所、1995）。曽業英の統計によれば、蔡鍔が1899年10月5日から1901年12月21日までに『清議報』で発表した
箚記は5篇、雑文は32篇、詩10首、訳本1部である。
いという思いから重大な任務を与えず、湖南で新軍の訓練を担当した黄忠浩の所に行かせた。唐才
常は黄忠浩に武漢での蜂起に呼応し、湖南で蜂起を起こさせようとしたが、黄はそれに対し、唐の
目的はよいものの実施の方法には問題があり、多くの若い志士たちの命を無駄にする恐れがあると
考え、蔡鍔を引き止めた。8月、唐才常らは湖広総督張之洞に逮捕され、蜂起が失敗に終わった。
蔡鍔は黄忠浩の所にいたので、運よく難を免れた。他の元時務学堂学生のほとんどは命を失った。
蔡鍔は大きなショックを受け、黄忠浩からの資金援助によって再び日本に赴いた27。
Ⅱ．「任侠」から「国民」への着目
１．『清議報』での言論
勤王蜂起が失敗した後、蔡鍔は再び日本に戻り、引き続き東京高等大同学校で勉学するかたわら28、
『清議報』に文章を発表し、また日本書を翻訳することに力を注いだ。従来、この時期の蔡鍔研究
では、蔡鍔の資料集に収録される蔡孟博、奮翮生というペンネームで書かれた文章だけを用いてい
たために29、資料が限られ、勤王蜂起の後、再び日本に戻ってからの蔡鍔の思想的な変化を把握す
ることが難しかった。近年、蔡鍔が『清議報』で（衡南）劫火仙というペンネームも用いていたこ
とが実証され、蔡鍔研究に新たな資料が加わった30。本節はこの研究成果を踏まえて、蔡鍔のこの
時期における思想的な変化を考察したい。
日本に戻った直後の蔡鍔は『清議報』に「雑感十首」を発表した。以下はその一部である。
前後譚唐殉公義　　前後して譚〔嗣同〕唐〔才常〕公義に殉ず
国民終古哭瀏陽　　国民　終古　瀏陽〔譚嗣同〕を哭さん
〔中略〕　　　　　〔中略〕
爛羊何事授兵符　　爛羊　何事か　兵符を授からん
鼠輩無能解好諛　　鼠輩　能く好諛を解く無し
馳電外強排復位　　電を外強に馳せ　復位を排す
逆心終古筆斉狐　　逆心　終古　筆は斉狐なり
〔中略〕　　　　　〔中略〕
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31 奮翮生（蔡鍔）「雑感十首」（『清議報』61、1900、のち前掲『中国近代期刊彙刊　清議報』4）、3927頁。
32	「不変亦変」（『清議報』66、1900、のち前掲『中国近代期刊彙刊　清議報』4）、4124頁。原文は以下の通り。
	 自古各國之變法自強。皆自國民始。國民無自變之志。則雖以自強有爲之政府。亦終無所用之。是則今日中國
主権之淪亡。非淪亡於今日之清廷。而淪亡吾國民之不自奮也。
33 「愛国心」（『清議報』66、1900、のち前掲『中国近代期刊彙刊　清議報』4）、4124頁。原文は以下の通り。
 愛國之心根於性情。而因時勢為盛衰。一統之世。無所謂國界。故國以外無交際。國以外無爭競。交際絕故無
所謂國力擴張。是以強弱之形無由分焉。爭競絶故國權國利之名泯焉。故愛國心之衰。非無愛國之天性。乃無由
起愛國之心而已。……蓋國民之義亦因對外而生。……中國人民二千年來。皆純然一統之世。溯至今日。愛國心
之薄於他國者。積勢然也。非無其性。
34「新聞力之強弱与国家文野之關係」（『清議報』69、1900、のち前掲『中国近代期刊彙刊　清議報』5）、
4369頁。原文は以下の通り。
	 新聞不過白紙数章。文字数千。而其力遂至於抗議政府。評駁議会。指導國民弾劾衆庶。暴布外強之陰謀。羅
列世界之大勢。而評議之。
而今国士盡書生　　而今	国士	尽く書生なり
肩荷乾坤祖宋臣　　肩に乾坤を荷い	宋臣を祖とす
流血救民吾輩事　　流血救民	吾輩の事なり
千秋肝胆自輪菌　　千秋の肝胆	輪菌よりす31
以上の詩句から、蔡鍔の犠牲となった師友に対する悲しみ、清政府の腐敗に対する憤りを窺うこ
とができ、「流血救民」が彼ら若い世代の責任であると唱えていたことが分かる。
続いて、蔡鍔は1900年11月から『清議報』に新しく加えられた「瀛海縦談」欄の主筆を担当し、
翌年3月「瀛海縦談」が終了した後は、「訳書附録」欄を担当し、12月に『清議報』が停刊するま
で続いた。蔡鍔がこの2つの欄で発表した文章は（衡南）劫火仙というペンネームを用いていた。
これらの文章からこの時期の彼の思想的変化を窺うことができる。
まず蔡鍔は「不変亦変」という文章において、「昔から各国の変法自強はみな国民から始まった
のである。国民に変わろうとする志がなければ、国家の自強は実現し難い。有力な政府があっても
できない。今日中国の主権が失われたのは清政府のせいというより、我が国の国民が奮闘しなかっ
たためである」と述べている32。そして、蔡鍔は国民が奮闘しないのは「愛国心」が少ないためで
あるとした。すなわち、「愛国心は天性に由来し、時勢によって盛衰する。一統の世界は国境がな
いため、外は交際もなく、競争もなく、国力の拡張もなく、強あるいは弱とは判断しにくい。競争
がなければ国民が国権や国利に対する関心もなくなるため愛国心もついに衰える。それは愛国の天
性がないとは言えず、愛国心を喚起するきっかけがないのである。……国民というのは外に対して
生まれるのである。……中国の民は二千年来一統の世を経て、今日まで愛国心は他国より低いのは
当然であって、その天性がないのではない」とした33。
では、どのようにして中国国民の「愛国心」を喚起するのか。これについて蔡鍔は、新聞や書籍な
どのメディアの知識や情報を伝播する役割を強調している。例えば、彼は「新聞力之強弱与国家文野
之関係」において、「新聞は紙数枚、文字数千しかないが、政府に抗議し、議会に反駁し、国民を導
いて庶民を弾劾し、列強の陰謀を暴き、世界の大勢を評する力を持っている」と述べている34。さら
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35 「小説之勢力」（『清議報』68、1900、のち前掲『中国近代期刊彙刊　清議報』4）、4306頁。
36	「与亡国同道」（『清議報』70、1900、のち前掲『中国近代期刊彙刊　清議報』5）、4432頁。原文は以下の通り。
	 昔康南海曾編彼得傳及日本變法記以進呈　今上。遂致有赫然奮發力圖自強之擧。今吾人不可不速編輯埃及曁
波蘭印度之淪亡史。以普示我同胞之國民也。
37	蔡鍔はかつて留学生・傅良弼から「外人訴罵我邦之處皆實。至其稱譽我邦之處或不免有張大之詞。要之皆足
取以爲我邦之箴言而已。」と聞き、それに大賛成した。「毀譽」（『清議報』70、1900、前掲『清議報』5）、
4434頁。また蔡鍔は当時『朝日新聞』に掲載された日本人が中国の国民性を暴く記事「支那人之特質」を訳
し、『清議報』の71、72、73号に発表した。「奴性」（『清議報』72、1900、前掲『清議報』5）、4560頁。
「地大人衆不可恃也」（『清議報』70、1900、前掲『清議報』5）、4433頁。　
38	「破私」（『清議報』65、1900、のち前掲『中国近代期刊彙刊　清議報』4）、4125頁。
39	蔡鍔は生涯、梁啓超の系統にも、革命派にも所属しなかった。この「破私」から彼の考えに党派意識を超え
た「愛国観」が窺える。
に「小説之勢力」では、欧米諸国では小説が民智を開くための重要なルートであるが、当時の中国
では暇つぶしのための小説がほとんどであり、国家と国民に有益な小説を多く出すようにと呼びか
けた35。また「与亡国同道」では、「康有為は以前『ピーター伝』と『日本変法記』を編纂して皇
帝に進呈したため、後の自強の行動〔戊戌変法〕があったのである。私たちは現在一日も早くエジ
プト、ポーランド及びインドの亡国史を訳し、我が国民に示すべきである」と呼びかけた36。
さらに、蔡鍔は中国国民の「愛国心」が少ない一つの重要な原因は「奴隷性」であるとした。当
時外国人が中国の国民性を批判する文章が多かった。蔡鍔はそれらの文章を読むと、目障りに感じ
るが、多くの国民の目を覚まさせるための「箴言」であると考え、わざわざ当時の外国人が中国人
の国民性を批判した文章を訳し、自ら中国国民の奴隷性を批判する「奴性」、「地大人衆不可恃
也」などの文章を発表した37。
この他、蔡鍔は「破私」において、明治維新前の日本では、「尊王派」、「佐幕派」、「公武合
体派」があり、それぞれ旨とするところは異なっても、「愛国心」や「天下を以て己が任と為す」
志は共通しており、当時の中国でも、「愛国心」を持つ人が、公の利益のために「破私」すること
が重要であると唱えた38。これには当時中国でも維新派（保皇派）と革命派に分かれていたが、い
ずれも「愛国心」を抱いており、お互いに排斥することなく、理解し合うことが重要であるという
蔡鍔の思いが込められていたと考えられる39。
これらの言論から分かるように、勤王蜂起後、再び日本に戻った蔡鍔の思想上の最も大きな変化
は国民への関心が高まったことである。つまり、蔡鍔は中国不振の原因は腐敗した清政府にあるだ
けでなく、その根本的な原因は国民にあるとした。そして、国民の「愛国心」を喚起するために
『清議報』に多くの論説を発表した。ここで蔡鍔の視線は庚子勤王運動前の少数の「任侠」から中
国全国の国民へと向けられ、中国を変えようとすれば国民から始めなければならない、という思想
上の大きな変化が生じたのである。
２．成城学校での勉学
再び日本に戻った蔡鍔は常に軍事学を習うことを心がけていた。梁啓超はそれを見て、「君は文
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40 「追憶蔡松坡先生」（前掲『憶蔡鍔』）、137-138頁。原文は以下の通り。　
	 松坡第二次到日本後、時時以学習陸軍為念。梁啓超笑之曰、汝以文弱書生、似難担当軍事之重任。松坡答
曰、只須先生為我想辦法、得学陸軍、将来不做一個有名之軍人、不算先生門生。
41	校史編集委員会編『成城学校百年：1885-1985』（成城学校、1985）、22、24、46頁。成城学校の留学生教育
は1937年に終了した。留学生教育においてその歴史が最も長い学校であった。
42	蔡鍔の成城学校と陸軍士官学校への入学・卒業の時期は、鎌田和宏「蔡鍔と日本」（『辛亥革命研究』7、
1987）によってすでに実証されている。それによると、1901年12月17日成城学校入学（自費）、1903年5月18日
成城学校再入校及び卒業、7月24日仙台騎兵第二連隊に入隊、9月官費となる、1903年12月1日陸軍士官学校第三
期入学、1904年10月24日陸軍士官学校第三期卒業である。
弱な読書人で軍事の重任は担い難い」と考えていた。これに対し、蔡鍔は「先生に斡旋していただ
き、陸軍に入り、将来立派な軍人になれなければ、先生の学生とは言えない」と答えている40。
成城学校は1885年、文武講習館として発足、翌年成城学校と改称した。陸軍士官学校の予備校と
して知られている。日本政府は1898年、留学生を受け入れる制度を創設し、清国から4名の留学生
を受け入れ、彼等に陸軍士官学校に入る準備教育を施した41。それ以後、清国留学生が次々と送ら
れた。しかし、この学校に入るには清政府の身元保証が必要であった。蔡鍔は梁啓超の斡旋によっ
てようやく願いが叶えられ、1901年12月に自費で成城学校に入学した42。
では、成城学校に入った蔡鍔はどのような教育を受けたのか。清国留学生の成城学校修学課目
（1898－1899）によると、それは以下の通りである。
「日本語文」　 日本語ハ五十音、綴字、単語、単句ヨリ会話及ビ語法ヲ授ケ日本文ハ小学高等読本
巻七マデ及明治文範ニ就キ普通文ノ読方訓解ヲ授ケ並ニ作文ヲナサシメ尚本年三月
以来ハ併セテ体操教範ノ講読ヲ授ケタリ
「地理及地文」日本及ビ外国地理ノ大要並ニ普通地文ノ概略ヲ授ケ終レリ
「算術」　　　 普通算術ノ全体ヲ授業セリ但数ノ性質其他ニ於テ理論ノ梢ヤ高尚ニ亘ルモノハ之ヲ
省略シ専ラ実地ノ計算ニ習熟セシムルト四則比例等ノ如キ必要ノ法則ニ於ケル理由
ヲ領会セシムルニ注意セリ
「幾何初歩」　幾何学楷梯ニ拠リ幾何初歩ノ全体ヲ授ケ終レリ
「代数」　　　代数ノ加減乗除ヨリ始メ平易ナル因数ノ分解及ビ一次方程式マデ授ケ終レリ　　　
「平面幾何」　直線ノ諸論及ビ問題ノ解説ヨリ円ノ切線ニ関スル諸論マデ授ケ終レリ
「化学」　　　実験的ノ方法ニヨリテ無機化学ノ大要ヲ授ケ終レリ
「図画」　　　 図学ハ幾何画ノ全体ヲ授ケ終リ画学ハ既ニ臨本ニヨリ器具花卉草樹景色等ノ臨画ヲ
授ケ終リ現今ハ専ラ実物実景ニ就キ実写ヲ習練セシメアリ
「体操」　　　各個教練柔軟体操及ビ器械体操ヲ授ケタリ
備考　此他教育予定ニ従ヒ当七月ヨリ歴史及ビ生理衛生ノ授業ヲ始メタルモ其回数僅カニ三回・四
回ニ過ギサルヲ以テ之ヲ掲ケス43
このように、蔡鍔は成城学校で、陸軍士官学校に入るための予備教育を受け、学校の非常に厳し
岡山大学大学院社会文化科学研究科『文化共生学研究』第16号（2017.3）
97
43 前掲『成城学校百年：1885-1985』、310頁。このほか、沈翊清が1899年9月14日の成城学校参観した記録によ
れば、当時の留学生のほとんどが寄宿舎生活を送っていた。「起牀五點。朝食六點。診察有病否六點三十分。
自習七點至八點。中食十一點五十分その後、入浴午後一點至七點。夕食四點三十分。散歩自夕食後至六點三十
分。自習自六點三十分至七點三十分。就寝八點三十分。消燈九點」。呂順長編著『晩清中国人日本考察記集成
　教育考察記』上（杭州大学出版社、1999）、129頁。
44 「蔡松坡先生事略」（前掲『憶蔡鍔』）、90頁。留学生会館をつくったのは、初期の留学生范源濂、曹汝
霖、蔡鍔、章宗祥などの人々であった。実藤恵秀著『中国留学生史談』（第一書房、1981）、137頁。また馮自
由によれば、1901年には日本では中国人留学生の人数が1500人ぐらいまで増えた。1901年秋冬に東京中国留学
生会館が駿河台に創設され、各省の学生は会議を開いて幹事を選出し、会館の事務を処理した。「記東京中国
留学生会館」（前掲『革命逸史』4）、99頁。
45	前掲『自立会史料集』、92頁。
46 「軍国民篇」は『新民叢報』の創刊号（1902.2.8）、3号（3.10）、7号（5.8）、11号（7.5）に掲載された。
い規則のもと勉強の日々を送っていたが、中国人留学生との交流を非常に重視し、多くの留学生の
活動に参加した。1901年、来日する留学生が日々多くなると、蔡鍔は留学生会館を創設すること
を呼びかけ、成城学校校友会を創設した。1902年、蔡鍔は楊篤生、梁鼎甫等とともに湖南編訳社
の創設及び雑誌『遊学訳編』の創刊に取り組んだ。そして、同年、留学生間で秘密結社を組織し、
清政府を倒し、新しい国家を創ることを志としたようである44。当時の留学生は主に三派に分けら
れる。一つは、平和的な手段は中国では通じないと考え、急進的な政治改革と破壊を主張した派。
二つは、軍事学を修め、国民を統率する実権を握ってから国家のために行動することを目標とした
派。蔡鍔はその代表である。三つは、他国の富強は教育に由来すると考え、中国の国民を教育する
ことを目標とした派。范源濂がその代表である45。
３．「軍国民」の提唱とその特質
1901年12月、『清議報』は第100号を刊行した後停刊となった。梁啓超は続いて1902年2月に横浜
で『新民叢報』を刊行した。蔡鍔は『新民叢報』の創刊号から4回にわたって「軍国民篇」を発表
した46。
蔡鍔は「軍国民篇」の冒頭で、当時の中国は「国力孱弱、生気消沈」であるとし、それを根本的
に解決するため、「軍国民主義」を中国全国の国民に普及させなければならないと述べ、解釈を加
えた。「軍国民主義」はギリシアのスパルタに始まり、当時の諸強国はそれを国民の普通教育に入
れ、これを女性と子供にも普及させ、国民はそれを一生の義務とする。「軍国民」とは軍人の精
神、軍人の本領を全国の国民に普及させることである。つまり、蔡鍔は諸強国が発展した一つの重
要な原動力が「軍国民主義」にあると考えた。続いて、蔡鍔は諸強国の軍備拡張の状況を分析し、
当時の世界は「武装の世界」であるとして、中国で「軍国民主義」を普及させて彼らと対抗しなけ
れば、亡国の危機に直面すると主張した。しかしながら、当時の中国では「軍国民主義」が普及し
ていない。その原因は以下の八つにあるとされた。
一つは教育者である。教育は国家の基礎である。欧米諸国の教育は、軍国民の資格を備える青年
を育てるのに対して、中国の教育は服従の奴隷をつくり、青年の力を抑える。二つは学派である。
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47 「軍国民篇」（前掲『蔡松坡集』）、15-35頁。
尚武精神をもつ孔子学派が日々衰えている。三つは文学である。中国歴代の文学作品が従軍の楽を
言わなくて苦をいう。四つは風俗（風習）である。民間では好漢は兵隊に入らず、よい鉄は釘にし
ないという諺があり、みな兵を貶める傾向がある。五つは体魄（体力）である。中国では、四億の
人口があるというものの、纏足した女性、アヘンを吸う人、古い学問を修める人など、丈夫な体を
持つ人があまりいない。六つは武器である。中国の武器は人を威嚇するための武器であり、人を殺
すための武器ではない。七つは鄭声（音楽）である。中国では軟弱で退廃的な音楽が多く、国民の
精神を高揚させる音楽がない。八つは国勢である。中国では長らく一統の状態で、競争がなく、大
きな外患もなかったため、国民の性格が失われてしまった。
このように、蔡鍔は八つの原因を挙げ、中国の国民が「軍国民主義」の性格を欠く原因を指摘し
た。さらに蔡鍔は、もし国民に「軍国民」の資質がなければ、強い軍備を備えようとしても実現で
きないと説き、「軍国民」の資質は「軍国民主義」を普及させる根本であるとした。
では、「軍国民」の資質とは一体どのようなものなのか。これについて蔡鍔は、「軍国民を鋳造
しようとすれば、まず国魂を鋳造すべき」と述べ、「国魂」というのは「歴史から生まれ、時勢に
よって発生し、哲人がそれを引率し、英傑がそれを守り、時代がそれを涵養する」もので、「国家
の綱領であり、国民の自尊自立の種である」。国魂と国民との関係は、「戦争中の司令官の如く、
航海中の羅針盤の如く、銃砲の照準器の如く、星辰の北斗の如し。……孟子がいう浩然の気、老子
がいう道はそれと似ている」と説いている47。このように、蔡鍔は「国魂」が具体的に何かについ
て明言はしなかったが、諸強国において、「国魂」と似ているものを列挙した。例えば、日本の
「大和魂」つまり「武士道」、アメリカのモンロー主義、ロシアのスラブ人種の統一主義などであ
る。蔡鍔が挙げたそれらの「国魂」には近代国民として自国を守るということが共通していると考
えられる。
以上のように、蔡鍔は当時の世界が「武装の平和」であり、諸強国が軍国民主義を普及させ、相
次いで軍備を拡張しているなか、中国の亡国の危機を身に染みて感じ、諸強国と対抗するため、中
国でも「軍国民主義」を普及させなければならないと主張した。しかしながら、強い軍備だけでは
足らず、当時の中国にとって最も重要なのは「軍国民」の資質、すなわち「国魂」の鋳造であると
した。その「国魂」とは具体的に何かについて蔡鍔は明言しなかったが、それは近代国民として国
家を守るための献身精神、愛国精神といった精神上の資質であり、且つその資質は必ず中国国民の
特質を持つものであったと考えられる。
なお、蔡鍔の当時の国際状況に対する認識及び「軍国民」の提唱は日本のメディアや論壇から大
きな影響を受けていた。蔡鍔の当時の国際状況に対する認識は主に日本の新聞、書物などの情報に
拠っていた。蔡鍔が1901年1月に発表した「逆賊之砭」では、「日本に来てもうすぐ二年になる。
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48 「逆賊之砭」（『清議報』69、1901、のち前掲『中国近代期刊彙刊　清議報』5）、4370頁。原文は以下の通り。
　余旅東將二歷寒暑矣。東國之書。嗜之若飴。置中籍於脳外久矣。
49	蔡鍔は「軍国民篇」において、尾崎行雄が1895年に著した『支那処分案』を取り上げ、中に「尚文好利、非
尚武好戦」という当時の中国人の国民性に対する認識が中国の「致弱之根源」であるとし、尾崎がいう「其所
謂軍器者、非殺人器、而嚇人也」ということに賛同した。蔡鍔はこの考えに基づいて、「武器」を「軍国民主
義」が中国で普及できない原因の一つとして取り上げたと考えられる。このほか、蔡は同年に著した「致湖南
士紳書」において、三条実美・大隈重信らの政治主張や、福沢諭吉・井上馨らの教育主張や、薩摩、長州、肥
前の倒幕派の事績及び、日清戦争後、日本の交通、郵便、法制、学校教育、実業、軍備など各方面の発展に注
意を払ったことが窺える。「致湖南士紳書」（前掲『蔡鍔集』）、13頁。
50	蔡鍔の翻訳活動としては、『支那現勢論』（『清議報』74-100号に掲載）や『国際公法志』（上海広智書
局、1902）等を翻訳したほか、日本の小学校のテキストの翻訳にも関わっていた。
51	土屋洋「清末の体育思想―『知育・徳育・体育』の系譜―」（『史学雑誌』117、2008）。土屋によれば、
『武備教育』は森有礼が企図した社会の軍隊化を、より徹底して推し進めようとした主張であった。成城学校
で蔡鍔と同級生であった蒋百里が『新民叢報』に発表した「軍国民之教育」と言う文章も同書の抄訳であり、
1902年湖南留学生によって創刊された『遊学訳編』も同様に同書の抄訳を掲載していた。
52	厳安生『日本留学精神史―近代中国知識人の軌跡―』（岩波書店、1991）、48、80頁。また前掲『中国の近
代教育と明治日本』、106-107頁。
53	「愛国論」（『清議報』6、7、1899、のち前掲『中国近代期刊彙刊　清議報』1）、319-320頁、386頁。
東国〔日本〕の書籍を飴のように好んで、長い間中国の書籍を頭にとめておかない」と自ら述べて
いるように48、来日後の蔡鍔は日本の書物に没頭していたことが窺われる49。また、蔡鍔の翻訳活動
及び日本の新聞記事の閲読は、当時の中国をめぐる国際状況及び中国の国民性に対する認識と深く
関わっており、蔡鍔に重要な情報を与えていただろう50。「軍国民」という語の出処となっていた
のが、1895年に民友社によって『青年叢書』第1巻として発行された『武備教育』であり、蔡鍔だ
けではなく、当時の留学生たちはこの書に相当注目していたことも指摘されている51。
一方、蔡鍔の「国魂」の提唱は彼の師である梁啓超と深く関係があったと考えられる。前述した
通り、蔡鍔の日本留学前における維新思想の受容及び「任侠」への認識、日本留学後における生
活、勤王蜂起の参与及び成城学校への入学は、すべて師の梁啓超と深く関わっていた。しかしなが
ら、二人の関係はこれに止まったわけではない。
梁啓超は維新思想の鼓吹者、また師の康有為らと一緒に発動した戊戌変法で名が高かった。戊戌
政変後に日本に亡命した梁啓超は華僑、留学生界及び中国国内において依然として強い影響力を
持っていた。特に彼が日本で創刊した『清議報』と『新民叢報』は絶大な影響力も持ち、民智啓
蒙、新思想導入及び革命気運を醸し出す上で大きな役割を果たした52。
梁啓超は早くから国民の「愛国心」と「国魂」に注意を払っていた。梁啓超は1899年2月に「愛
国論」を発表し、愛国心の重要性を打ち出していた。そして、中国人の愛国心が乏しい原因の一
つは国勢によると説き、教育によって改善すべきと主張した53。1899年12月には「祈戦死」を掲載
し、「日本と中国との違いは尚武と右文である」と述べ、中国の「右文」は文学者が従軍の苦ばか
りを嘆くことに原因があると論じた。続いて、「中国魂安在乎」においては、「日本魂とは何か、
武士道である。日本はこれによって維新立国ができたのである。……中国魂とは何か、兵魂であ
る。魂のある兵がいれば、魂のある国と言える。愛国心と自愛心は兵魂である」と説いた。さらに
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54 「祈戦死」、「中国魂安在乎」、「答客難」（『清議報』33、1899、のち前掲『中国近代期刊彙刊　清議
報』2）、2127-2129頁。
55 拙稿「梁啓超の近代国民思想の形成―「任侠」から「新民」へ―」（『岡山大学大学院社会文化科学研究科
紀要』42、2016）。
56	「新民説一、第一節叙論」（『新民叢報』1、1902	、のち前掲『新民叢報』1）、5-7頁。
57	蔡鍔は当時の諸強国が軍国民主義を実行し、その特徴が尚武、軍備をもって外国へ拡張することであると考えた
のに対し、梁啓超は諸強国が民族帝国主義の発展段階に入り、その特徴は兵力、商業、工業及び宗教の勢力が外国
へ溢れることであると考えた。「新民説一、第一節叙論」（『新民叢報』1、1902	、のち前掲『新民叢報』1）、5頁。
「答客難」では、「非攻は世界主義である。尚武敵愾は国家主義である。世界主義は理想で、国家主
義は事実である。……風前の灯のような中国では世界主義を言っている場合ではない」と論じた54。
梁啓超のこれらの言論から窺えるように、彼は国民の重要性及び国魂についてすでに注意を払ってい
た。梁啓超は庚子勤王蜂起までは中国の改革は少数の「任侠」によって成功できると考えていたが55、
梁啓超の言論の影響力の大きさからみれば、これらの言論が蔡鍔に与えた示唆は少なくなかったと
考えられる。
1902年、梁啓超は『新民叢報』の創刊号に「新民説」を掲載し、国民として持つべき資質につ
いて「公徳」、「進取冒険」、「自尊」、「合群」、「生利分利」、「毅力」、「尚武」、「私徳」、「民気」、「国家思
想」、「権利思想」、「自由」、「自治」、「進歩」、「義務思想」、「政治能力」の16節に亘って論じた。梁啓
超はこの「新民説」の第1節叙論で民族主義と民族帝国主義を提起した。すなわち、民族主義とは
「風習が同じで、お互いに同胞の如く、独立自治し、完備した政府があり、公的利益を追究するた
めに他民族を御する」ことだという。梁啓超はこの民族主義がヨーロッパ諸国の発展と世界の進歩
の原動力であるとし、その民族主義がさらに発展すると民族帝国主義になると説き、中国は亡国の
災難を防ぐため、民族主義を実行し、民族帝国主義と対抗しなければならないと唱え、そして中国
の民族主義を実行しようとすれば、「新民」の創造から始まると主張した56。
このように、蔡鍔と梁啓超は共に当時の国際状況から中国亡国の危機感を抱き、諸強国と対抗す
るため、それぞれ「軍国民主義」と「民族主義」を提起し、それらを実現するためにはそれぞれ中
国の特質をもつ「国魂」の鋳造と「新民」の創造から始めなければならないと主張している57。こ
こで注意すべきは、「軍国民主義」は「民族主義」の軍事上の外在的な表れであり、蔡鍔が求めた
「国魂」は結局梁啓超が唱えた「新民」の資質と一致している、ということである。また、蔡鍔が
中国では軍国民主義がないとして論じた八つの原因には梁啓超の観点も散見できる。こうした点か
ら、蔡鍔の「軍国民」主張は梁啓超から受けた影響が大きかったと考えられる。
おわりに
本稿は、蔡鍔が「軍国民」を主張するまでの思想の軌跡を究明することを中心に考察を行い、清
末の中国人日本留学生界における国民意識の形成過程を探ろうと試みた。
蔡鍔が軍国民教育を提起するまでの思想的な変化は以下の二つの段階に分けられる。
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第一に、日本留学前の蔡鍔は樊錐を通じて初めて維新思想に接触した。1897年湖南省維新改革の
一環として創設された時務学堂に入学し、中文総教習の梁啓超からの影響を受け、中国古代の孟子
や曹沫、日本の幕末の志士、ドイツのビスマルクなどのような国の発展に大きな貢献をした先哲や
群雄を崇拝し、彼らはいずれも「任侠」であると認識し、中国の改革は少数の「任侠」がいれば成
功できると認識し、自ら「任侠」となる志を立てた。1898年秋、戊戌政変が発生した後、蔡鍔は
時務学堂の学生であった同級生とともに梁啓超を追って日本へ赴き、梁が東京で設立した東京高等
大同学校で勉学し、ワシントン、クロムウェルのような欧米の「任侠」を自任し、大きな志を立て
た。彼らは生活上も梁啓超と半年以上寝食をもとにし、思想上の交流が多く、毎日「手ぐすね引い
て」、革命をやろうとしていた。1900年、こうして蔡鍔は「任侠」思想の実践ともいえる庚子勤王
蜂起に参与した。結局蜂起は失敗となり、蔡鍔は運よく難を免れ、日本に戻った。
第二に、再び日本に戻った蔡鍔は引き続き東京高等大同学校で勉学した。蔡鍔がこの時期『清議
報』に発表したいくつかの文章から彼の思想上の大きな変化が窺える。それは、彼の関心は少数の
「任侠」から中国全土の「国民」に向かった、ということである。蔡鍔は当時中国不振の原因が清
政府の腐敗無能ではなく、国民にあるとした。そして、当時の中国国民の愛国心が乏しいこと、奴
隷性などの問題、及びそれを引き起こした原因に対し批判を加えた。その国民への注目は彼の思想
上の大きな飛躍であったと考えられる。蔡鍔はその認識のもとに、当時諸強国の軍備拡張政策から
中国亡国の危機を感じとり、諸強国に対抗するために「軍国民主義」を提起した。言い換えれば、
蔡鍔の「軍国民」主張は彼の根底にあった国民意識の在外的な表れだと考えられる。蔡鍔の「軍国
民」主張は当時の日本のメディアや論壇から大きな影響を受けていたことが窺われる。一方、蔡鍔
の「軍国民主義」を中国で普及させるためには「国魂」の創造から始めなければならないという考
えには、師の梁啓超からの影響が窺われた。
なお蔡鍔のこの「軍国民」の主張が当時日本の中国人留学生界ないし中国国内にどのような反響
を引き起こしたのかについては、今後の課題としたい。
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